
大  野  警  察  署

【実施期間：令和７年１月～６月】 

速 度 取 締 り 指 針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去３年間の交通事故総件数は、人身事故が７６件（うち死者９人）、傷者６７人 

（うち重傷者２１人）、物損事故が１，７６８件であった。 

交通事故の路線別、時間帯別の発生状況は、路線別では、幹線道路の国道１５８号が 

      最も多く、次いで国道１５７号で多く発生し、両路線で全体の３０％を占めている。 

時間帯別では、午前７時から事故件数が増え始め、午後６時以降は事故が減少する。 

 

 

 

点

       交通事故の発生件数は、人身事故は２１件（うち死者３人）、傷者１８人（うち重傷者 

７人）、物損事故は２９７件であった。 

路線別、時間帯別の発生状況は、路線別では国道１５８号の他、幹線道路での発生が 

４割以上を占めており、時間帯別では午前７時台から午後５時台に多く発生した。 

 

 

 

重点路線 重点時間帯 区 域 等 規制速度 

国道１５８号 
午前７時～午後６時 

犬山から岐阜県境 ５０キロ 

国道１５７号 南新在家から吉 法定速度 

※重点路線以外の場所、時間帯であっても取締りを実施することがある。 

大野警察署の速度取締り重点 

 

〇 高齢者や学童歩行者の安全確保のため、横断歩行者等妨害等の取締りを強化する。 

〇 管内で発生の多い出合い頭事故を防止するため、交差点違反について取締りを強化する。 

〇 悪質で危険性の高い、飲酒運転や無免許運転の取締りを強化する。 

〇 被害軽減効果の高い、シートベルト及びチャイルドシート非着用違反等の取締りを強化する。 

その他の交通指導取締り重点 

大野警察署管内における交通事故実態 

国道１５８号

24%

国道１５７号

6%

国道４７６号

2%

県道／皿谷大野線

4%

県道／本郷大野線

3%

その他県道

3%

主要地方道／大野

勝山線

1%
その他主要地方道

1%

市町村道

31%

その他

25%

総事故件数

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22

物損事故

人身事故

路線別発生状況 時間帯別発生状況 


